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要約 

今回の第三者モニタリング評価における ADRA Japan としての問いは次の 2 点であった。 

✓ ADRA のイエメン灌漑修復事業は、緊急と開発の間のどこに位置づけることができるの

か？ 緊急に位置づけられるとしたら、灌漑修復のような開発期にも取り組まれる活

動は、緊急期においてどのような意味を持つのか？ 

✓ どのような枠組みから検討したらよいか？ 

上記の問いについて、評価結果を下の枠組みから検討して、以下のような結論を得ること

が出来た。 

1. ADRA の灌漑修復による農業回復支援事業は、緊急期の生計を回復するための支援とし

て位置づけることができる。緊急期のイエメンにおいて、事業内のアウトカムとして受

益者の生計が回復し、事業後の中長期アウトカムとして農業を再開し、生計状態を改善

していることが確認された。 

2. このモニタリング評価の結果は、緊急期にあっても条件によっては、通常は開発期にみ

られる「生計の持続的改善」という介入成果が発現すること、つまり、緊急と開発が並

列的に進む場合があり得ることを示している。 

3. このことは、「緊急の後に開発へ移行をする」という一般的な見方を改める必要がある

ことも示している。緊急期に開発的成果が発現することを可能たらしめる条件を明ら

かにして、そのような条件が整っていて可能と判断できる場合は、生計回復支援のよう

な開発的介入を積極的に進めることで、緊急期のより多くの被災者の生活を守り、回復

することが可能になるからである。 

4. 緊急期の生計回復支援の意義を計るには、緊急期の開発的介入の機能について考察で

きる枠組みが必要であると考える。一つの見方として、ここで示す枠組みを、Emergency 

Livelihood Frameworkとして提案したい。 

5. こうした課題について、JPF加盟団体、専門家などと検討し、他の国・地域の事例の勉

強会などを行い、さらに議論を深めることを期待する。 

 

1. 問題意識 

ADRA のイエメン灌漑修復事業は、緊急と開発の間のどこに位置づけることができるの

か？ イエメンは最も深刻な人道的危機の一つに数えられることから、開発に位置づけら

れるものではないことは明らかだろう。では、緊急に位置づけられるとしたら、灌漑修復の

ような開発期にも取り組まれる活動は、緊急期においてどのような意味を持つのか？  

どのような枠組みで議論すればそうした問いに対する答えを得ることができるのか？ こ

れらが今回の JPF第三者評価での ADRA Japanとして問題意識だった。 



 第三者モニタリング評価は DACの 6項目に従って行われたが、ADRA Japanからは、(1)事

業終了後の中長期アウトカムが発現しているかの検証と、(2)紛争の影響の有無について評

価質問を加えて頂いた。DAC項目はもともと開発コンテクストの事業の評価枠組みとして作

られたもので、緊急状況における意味を探るためには、別の視点も必要と考えたためであっ

た。 

 

2. 枠組み 

緊急期の開発的な取り組み1を検討する枠組みとしてどのようなものがあるのかについて

調べたが、Gokhan 氏が紹介してくれたペーパー2が緊急期の「開発的介入」について

Livelihood の視点3から調査検討したものであったので、「Livelihood Program in Conflict」

などのキーワードを中心に検索をかけて、様々なペーパーにあたった4。海外のペーパーを

調べていていくと、開発的介入が緊急期と開発期では異なる機能を果たしていると述べら

れていることがわかった。代表的なペーパー5やガイドライン6から以下のポイントを整理で

きた。 

① 災害(自然災害と人的災害＝紛争)が発生した後のステージの推移は、緊急期

(Emergency)と開発期(Development)に大別される。緊急期は、人命救助が優先され

る Reliefとその後の Recovery7のサブ・ステージに分けられる。 

 
1 緊急期であっても、開発期に見られるような、住民の農業や生計を支援する取り組みが

事業に組み込まれることがある。そうした取り組みは、種・肥料・家畜・農業資機材など

農業生産材の供与から、農業トレーニング、職業訓練、小規模ビジネス振興、マーケット

アクセスの改善などに至るまで様々である。これらの活動に対して「開発的介入」という

言葉を当てて、以後議論を進める。この後にキーワードとして使う Livelihood Program

も住民の Livelihoodの保護と回復を意図したプログラムであり、開発的介入の中に含ま

れる。 
2 Jaspars & Maxwell 2009 

3 緊急期の開発的介入について、海外の比較調査研究において Livelihood Frameworkに基

づいたものが非常に多い。Livelihood Frameworkは、「人びとが、身近にあるリソース

(asset)を活用して、食べ物や収入を得ることから、子どもの教育や家族の健康を守るこ

となど生きていく上で必要なことを実現する有様を、asset、strategy、outcome、

vulnerabilityなどの概念によって構造的に表したもの」である。「asset × livelihood 

strategy ＝livelihood outcome」という livelihood activityのプロセスが中心にあ

り、vulnerability context、institutionなどがそのプロセスに影響を与える環境条件と

して置かれる。Livelihood全般については、イアン・スクーンズ 2018、紛争状況におけ

る Livelihood Programについては、IFRC 2011、Jaspars & Maxwell 2009、USAID & LIFT 

2011、Maxwell 2017を参照。 
4 添付資料の文献リストを参照。 

5 FAO IWG-PA, 2000、Jaspars & Maxwell 2009、USAID & LIFT 2011 

6 IFRC 2011 

7 Early Recovery と Recovery と分ける例、Rehabilitationとする例もある。 

https://odihpn.org/wp-content/uploads/2009/05/networkpaper065.pdf
https://www.akashi.co.jp/book/b420384.html
https://www.livelihoodscentre.org/documents/114097690/114438860/IFRC+Livelihoods+Guidelines_EN.PDF.pdf/73bdb19a-1a84-be09-f136-21232b13e3a0?t=1569430174761
https://odihpn.org/wp-content/uploads/2009/05/networkpaper065.pdf
https://www.marketlinks.org/sites/default/files/resource/files/LIFT%20ES%20Framework_8%2017%202011.pdf
https://www.marketlinks.org/sites/default/files/resource/files/LIFT%20ES%20Framework_8%2017%202011.pdf
https://fic.tufts.edu/publication-item/conflict-and-resilience-synthesis/
https://www.fao.org/3/X9371e/x9371e13.htm
https://odihpn.org/wp-content/uploads/2009/05/networkpaper065.pdf
https://www.marketlinks.org/sites/default/files/resource/files/LIFT%20ES%20Framework_8%2017%202011.pdf
https://www.livelihoodscentre.org/documents/114097690/114438860/IFRC+Livelihoods+Guidelines_EN.PDF.pdf/73bdb19a-1a84-be09-f136-21232b13e3a0?t=1569430174761


② 開発期における開発的介入は住民の生計を持続的に改善していくことが主たる機能

である。 

③ 緊急期における開発的介入は、被災者の生活をそれ以上悪化させないために生計を

保護する機能(Protection)と、発災前の水準にまで回復させて自立的に生計活動を

行えるようにする機能(Recovery)を果たしている。 

④ 緊急期には、被災した人びとの命を救うための食糧や水の配付、医療サービスの提

供がまず行われる(Relief Provision)が、被災者の生活を守るための生計の保護

(Protection)もできるだけ早いタイミングで開始されるべきである。被災者は災害

により生計活動のリソース/assetを失っていることが多く、十分なリソースがない

状態では食糧等を得るために家畜や重要資財を手放すなどの Negative Coping 

Strategyを取らざるを得なくなり、選択した行動の故にさらに生活が厳しい状態に

なっていくという「困窮化のスパイラル」に陥るリスクが高いためである。 

⑤ 困窮化のスパイラルを食い止め、Coping Strategy が改善した後は、自立的な生計

活動を回復させる介入(災害で壊れた生産財や農業再開のための種や肥料の供与の

ほか、農業トレーニングや市場へのアクセス修復や就労支援なども含まれる)にシフ

トする。そのような介入によりより安定的な Livelihood Strategyとすることが短

期的成果として想定される。その想定の背後には「asset に対する介入の結果とし

て strategyが変化/改善する」というロジックが措定されている。 

⑥ 被災者の生計が回復した後、開発期のステージに移行してくことが想定されるが、

移行のプロセスについては様々な見方8がある。自然災害の場合は、時間の推移とと

もに緊急から開発に移行する線形的なプロセスが想定されることが多い。 

⑦ それに対して紛争下の場合は、いったん改善しても紛争が再燃したら逆戻りしたり、

紛争の度合が高く生計プロセスが破壊されるリスク常にある状況もあるため、非線

形的で可逆的なプロセスを想定しなければならない。 

⑧ 緊急期の開発的介入を検討する枠組みの特徴は、以下のようになる。 

✓ 発災、Relief、Recovery、Developmentに至るステージの推移の枠の中で、 

✓ 被災者が自律的な生計運営に戻すために介入手段を講じるが、介入の焦点は被

災者の assetの保護と回復にある。そのような介入により Coping Strategyが

改善し、より安定的な Livelihood Strategyすることが短期的成果として想定

される。 

✓ 回復から自律的生計運営へのプロセスは、自然災害では時間に沿った線形的

(linear)ものだが、紛争の場合は後戻りするなど可逆的・非線形的(non-linear)

なものになる。 

 

 

8 Mosel&Leive 2014、Lehne 2020、Maxwell 2017。 

https://www.edu-links.org/sites/default/files/media/file/8882.pdf
https://www.researchgate.net/publication/344598963_BLURRING_THE_LINES_FOR_BETTER_NEXUS_OUTCOMES_-_Resilience_as_Delimiter_and_Connector_between_International_Humanitarian_Development_and_Peace_Action
https://fic.tufts.edu/publication-item/conflict-and-resilience-synthesis/


以上の①〜⑤のポイントを表にまとめると以下のようになる。 

表 開発的介入の緊急・開発における機能 

ステージ 
緊急期 

Relief             Recovery 

開発期 

Development 

枠組み Lifesaving Emergency Livelihood Sustainable Livelihood 

機能 
被災者を救命

保護する。 

被災者が貧困化のスパイ

ラルに陥らないよう生計

を保護し、自律的に生計運

営できるように回復させ

る。 

住民の生計を持続的に改善してい

く。 

具体的機能 
救命のための

サービス供与 

・ Asset を保護し、回復す

る。 

・ Asset を多様化する 

・ 効率の良い Assetへシフトする。 

・ 困窮化のスパイラル止

める。 

・ Coping Strategy を改善

する。 

・ 安 定 し た Livelihood 

Strategy としていく。 

・ 多様な Livelihood Strategy を

行うようになる 

・ 効率的な/高収入の Strategy に

シフトする。 

Asset への介入 ⇒ Strategy の変化/改善 

介入手段 

食糧・水・NFIs

の配付、医療提

供 

・ 種・肥料・家畜・農業資機材等の配付(生産に関わる Asset

の供与) 

・ 農業技術トレーニングや職業訓練 (等人的 Asset の強化) 

・ 小規模ビジネス振興・マーケット改善等(社会的 Asset の修

復・改善) 

緊急から開

発への移行 

自然災害の場合: 

「Relief⇒Recovery⇒Development」の時間的単線的(linear)なプロセスとなる。 

 

人的災害(＝紛争)の場合: 

紛争により逆戻りしたり、回復した生計が破壊されるリスクがあり、停滞したり、

可逆的・非線形的(non-linear)なプロセスとなることが多い。 

 

 ⑥と⑦については、イエメン事業のモニタリング評価結果により、重要な考察を得ること

ができた。詳しくは次の(6)〜(8)で述べるが、この点を他の国や地域の事例で比較検討する

ことにより、上記の枠組みをより精緻化し、実用に耐えるものにしていくことが可能となる

と考える。⑧については今後の課題として結論の 3で述べる。 

 

3. 第三者モニタリング評価結果の検討 

イエメン事業の第三者モニタリング評価の結果を上記の枠組みから検討すると、以下の

点を指摘できる。 

(1) ADRA の灌漑修復による農業回復支援事業は、緊急期の生計を回復するための支援とし

て位置づけることができる。 

(2) ADRA の灌漑修復事業では灌漑修復資財の供与と農業トレーニングを具体的介入として



行ったが、それらの介入は物理的アセットの回復(灌漑修復)と、人的アセットの強化

(農業技術トレーニング)という機能を果たした。また、近隣の農民との協力関係が増進

し、地域行政との関係も改善したことから、社会的アセットの強化・改善の機能も果た

した。 

(3) 受益者は、以前から灌漑を利用した農業生産をしており、灌漑なしでもできる範囲で農

業を続けてきた。そのため、灌漑が修復されるとすぐに生産を再開して生産量を増やす

ことができた。それが所得の増加に結びついた。 

(4) 受益者たちは農業再開のための資財を自力調達したことが確認できた。そのことから、

住民のレジリエンスが高いことが伺われた。 

(5) 事業終了後、ほぼ 100%の受益者が農業生産を再開し、フェーズ 1 の受益者の 9 割以上

が所得を増加させたとことが明らかとなった。子どもの教育費や家族の医療費を捻出

できるようになったこと、経営規模を拡大しはじめているという事例も確認された。こ

のことは、事業の「農業再開ができる状態になる」という成果が達成されて事業終了し

た後に、農業を再開し、生産を持続的に継続するという中長期アウトカム9が早い段階

で発現していると見ることができる。上記の枠組みから見ると、「保護と回復」の機能

が事業終了後に「持続的改善」へとスムーズに移行していることを示している。 

(6) 緊急期であるにも関わらず、開発期にみられる持続的改善の機能に移行したというこ

とは、緊急から開発への移行が単なる時間的推移によるものではなく、緊急期にあって

も条件によっては「保護と回復」から「生計の持続的改善」に移行し得ることを示して

いる。別の言い方をすれば、緊急と開発が併存し得るものであることを示している。 

(7) このスムーズな移行となった背景要因として、事業地では紛争による深刻な暴力的影

響が少なかったことに注目すべきである。一般に紛争というと域内の集団同士が殺し

合うような状況を想定しがちであるが、域内集団間の関係性が安定していて武力的な

衝突がフロントラインやホットスポットに限定されるような紛争もあり得るのであり、

緊急下で生計の回復が可能かどうかは、この紛争の質が大きな媒介変数となっている

ことに注目する必要がある。 

(8) 紛争の類型を整理して、紛争が生計回復に及ぼす暴力的な影響の度合によってスケー

ルを設定し、その度合によって生計回復が可能な場合、中程度の場合、そして困難な場

合などに区分けすることは可能ではないだろうか？ そのようなスケールが設定でき

れば、紛争の厳しいところと比較的厳しくないところと区分けして、可能と判断できる

ところでは生計回復を積極的に進めることでより多くの被災者の生活を守り、回復す

ることが可能になるのではないか？ 

 

 

9 事業の短期アウトカムと事業終了後の中長期アウトカムについては、添付資料 1 を参

照。 



4. 結論 

冒頭に述べた ADRA Japanとしての問いは以下の 2点であった。 

✓ 緊急に位置づけられるとしたら、灌漑修復のような開発期にも取り組まれる活動は、緊

急期においてどのような意味を持つのか？ 

✓ どのような枠組みから検討したらよいか？ 

 

上記の枠組みから評価結果を検討した結論として、以下を最後に述べたい。 

1. ADRA の灌漑修復による農業回復支援事業は、緊急期の生計を回復するための支援とし

て位置づけることができる。緊急期のイエメンにおいて、事業内のアウトカムとして受

益者の生計が回復し、事業後の中長期アウトカムとして農業を再開し、生計状態を改善

していることが確認された。 

2. このモニタリング評価の結果は、緊急期にあっても条件によっては、通常は開発期にみ

られる「生計の持続的改善」という介入成果が発現すること、つまり、緊急と開発が並

列的に進む場合があり得ることを示している。 

3. このことは、「緊急の後に開発へ移行をする」という一般的な見方を改める必要がある

ことも示している。緊急期に開発的成果が発現することを可能たらしめる条件を明ら

かにして、そのような条件が整っていて可能と判断できる場合は、生計回復支援のよう

な開発的介入を積極的に進めることで、緊急期のより多くの被災者の生活を守り、回復

することが可能になるからである。 

4. 緊急期の生計回復支援の意義を計るには、緊急期の開発的介入の機能について考察で

きる枠組みが必要であると考える。一つの見方として、ここで示す枠組みを、Emergency 

Livelihood Frameworkとして提案したい。 

5. こうした課題について、JPF加盟団体、専門家などと検討し、他の国・地域の事例の勉

強会などを行い、さらに議論を深めることを期待する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊急期 開発期

Relief Recovery DevelopmentDisaster

Livelihood 
Level

Stage
Provision

Protection

Recovery Development

• 生産財である灌漑の修復(Physical assetの回復)
• 農業技術トレーニング(Human assetの強化) 
• 近隣の農民や行政との関係改善(Social assetの改善)

生計の保護と回復 生計の持続的改善

困窮化の
スパイラル

Lifesaving Emergency Livelihood Intervention ⇒ Sustainable Livelihood Intervention



 

添付資料 1 

本事業の介入ロジックと短期・中長期アウトカムについて 

(農業復旧支援事業 3の補足資料として提出したもの) 

 

1. 本事業の介入ロジックとアウトカム 

本事業の介入ロジックは、以下の「生計回復支援フレームワーク」に基づいている。 

 

図 1. 生計回復生計フレームワーク 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

X軸は時間の推移を、Y軸は食料部分と収入部分からなる世帯の家計レベルを示している。 

生存分岐線は家計の最低限の食料レベルを表し、生計分岐線は仕事をして収入を得ること

や子どもの教育などの日常生活を維持するのに必要な家計レベルを表している。(1)の棒グ

ラフは、緊急事象が起こる前の世帯の生計レベルを示しており、世帯家族が生活するのに十

分な食料と収入を維持している状態を示している。 緊急事象（自然災害や紛争）が起こる

と(2)その影響により家計の基盤となっていたアセットが壊れたり破壊されて、家計水準は

(3)のように縮小する。生存分岐線以下に縮小した場合は、食料配給などの緊急支援によっ

てそのギャップを埋める。生存分岐線以上に回復しても、生計分岐線未満で生計活動を再開

できていない場合(4)、失ったアセットを再投入するなどの生計回復支援がギャップを埋め、

生計活動を再開できるようになり、家計レベルが生計分岐線以上に押し上げられる。 その

後、順調に行けば生計活動も継続され、家計は緊急事象発生前の水準に戻り(5)、生計活動

を取り巻く状況がなお良好であれば、生計活動は安定ないしは拡大し、収入が増加する(6)

ものと想定できる。 

緊急事象
発⽣

Asset 
Rep lacem ent

⽣計
分岐線

⽣存
分岐線

Liveli
hood

Food

⾷糧⽀援

収益があがる
回復しつつ
ある状態

ギャッ プ

ギャッ プ

時間

家計
レベル

(1) (2) (3) (4) (5) (6)



以上の(4)を短期アウトカム、(5)を中期アウトカム、(6)を長期アウトカムとした場合、

以下の表１のようにまとめることができる。 

 

 

表 1. 本事業の短期・中期長期アウトカム 

長期アウトカム 

生計活動が持続的に継続する。 

中・長期アウトカム発現の条件 

➢ 受益者が、種子や肥料などの必要な

投入資材を、自力で、あるいはコミュ

ニティから何らかの支援を受けて調

達できる。 

➢ 紛争によって、復旧した灌漑が破壊

されたり失われたりするようなリス

クがない。 

➢ 受益者の市場へのアクセスが紛争に

よって妨げられることはない。 

➢ 市場が機能しており、受益者は収穫

物をリスクなしに適切な価格で売る

ことができる。 

中期アウトカム 

農業を再開し、紛争前の水準に生計状態が回復する。 

本事業で目指すアウトカム(短期アウトカム) 

ラヘジュ県とアブヤン県の受益者35世帯が、自立的か

つ持続的な生計能力と農業生産力の基盤を再構築し、

レジリエンスを高める。 

✓ 前提条件 

✓ 紛争状況が安定し、行政組織が機能し

ている。 

✓ 対象地域のコミュニティが事業の目的

と内容を理解し、協力的である。 

 リスク 

 戦況の激化 

 送金管理強化 

 燃料不足 

 為替変動 

 通行時の規制と暴力リスク 

目指すアウトプット 

1-1 必要な資機材を供与し、受益者 35世帯がそれぞれ

の灌漑システムを復旧させる。 

1-2 適応型農業トレーニングを受益者が受けて、環境

適応性（点滴灌漑法による作物栽培技術）と社会的

適応性（マーケット適応のための理解と知識）を身

に付ける。 

 

本事業では、図１の(4)まで(表１の短期アウトカムまで)を事業範囲としている。生計活

動が安定し収入が増加するようになるところ(6)までを事業期間として、灌漑が復旧し農業

が再開した後も一定期間フォローアップを行うことがより望ましいが、本事業では予算の

制約上、事業範囲を(4)までとした。ADRAイエメンの他の事業では、事業期間を 1年以上と

して(6)までをカバーする事例が多数あった。そのような ADRAのこれまでの経験から、この

灌漑修復の事業では、(4)までを事業範囲として農業再開ができる状態にまで達すれば、事

業終了後 90％以上が農業を再開し、生計活動を再開していることが明らかとなっていた。 

事業審査分科会では、ADRAの過去のプロジェクト経験に基づき、本事業が(4)までの事業

範囲で計画されていることにいて理解を得て承認された。しかしまた、審査委員からは、プ

ロジェクト終了後、受益者が実際にどのように農業を再開したかをモニタリングすべきと



の意見が出された。 

農業を再開してから生計活動を回復させて、安定していく、つまり、(4)から(5)、(6)への

移行が起こるためには、以下のような条件が満たされていることが前提となることが想定

される。 

➢ 受益者が、種子や肥料などの必要な投入資材を、自力で、あるいはコミュニティから何

らかの支援を受けて調達できる。 

➢ 紛争によって、復旧した灌漑が破壊されたり失われたりするようなリスクがない。 

➢ 受益者の市場へのアクセスが紛争によって妨げられることはない。 

➢ 市場が機能しており、受益者は収穫物をリスクなしに適切な価格で売ることができる。 
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